
1

豊
島
区
立
郷
土
資
料
館
は
、『
豊
島
区
史
』
の
編
さ
ん
事
業
を
引
き
継
ぎ
、
区
に
関
す

る
歴
史
、
民
俗
な
ど
の
貴
重
な
郷
土
資
料
を
収
集
・
保
存
し
、
調
査
・
研
究
し
、
展
示
す

る
地
域
博
物
館
と
し
て
、一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年
六
月
一
八
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

開
館
約
二
週
間
前
の
六
月
五
日
付
『
豊
島
新
聞
』
で
は
、「
郷
土
資
料
館
完
成
へ
」
と

い
う
見
出
し
の
も
と
、「
郷
土
資
料
館
を
単
な
る
通
史
的
、
教
科
書
的
な
も
の
で
は
な
く
、

庶
民
の
生
活
感
あ
ふ
れ
る
大
胆
、
意
欲
的
な
展
示
と
す
る
」
と
い
う
郷
土
資
料
館
開
設
準

備
委
員
会
に
よ
る
基
本
的
方
針
が
紹
介
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
、「
や
や
も
す
る
と
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
に
な
り
が
ち
な
、
こ
の
種
の
資
料
館
の
運
営
を
『
先
人
の
遺
し
た
遺
産
を
前
に
楽
し
く

気
軽
に
語
り
合
え
る
』
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
運
営
面
が
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
」

と
結
ん
で
い
ま
す
（
左
上
写
真
）。

以
来
三
〇
年
余
、
展
示
会
や
講
座
・
見
学
会
な
ど
を
開
催
し
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
利

用
、
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
展
示
会
で
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
を
テ
ー
マ
に
し
た

も
の
、
集
団
学
童
疎
開
の
実
態
を
正
面
か
ら
扱
っ
た
も
の
、
ま
た
、
近
代
以
降
こ
の
地
域

が
都
市
化
す
る
要
因
を
様
々
な
切
り
口
で
提
示
し
た
も
の
な
ど
に
注
目
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
座
・
見
学
会
で
は
、
展
示
空
間
の
狭
さ
を
補
う
試
み
と
し
て
、「
そ
と
に
出
る
博
物

館
」
を
掲
げ
、
開
館
間
も
な
い
頃
か
ら
積
極
的
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
川
の
痕こ

ん
せ
き跡

や
区
境
の
道
を
参
加
さ
れ
た
方
々
と
た
ど
り
、
新
た
な
発
見
を
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
建
物
の
老
朽
化
に
伴
う
大
規
模
改
修
工
事
の
た
め
、
郷
土
資
料
館
は
一
二

月
一
日
か
ら
休
館
し
て
い
ま
す
。
改
修
工
事
に
あ
わ
せ
て
常
設
展
示
室
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
も
実
施
し
ま
す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
は
、
約
二
年
後
の
二
〇
一
七
（
平
成

二
九
）
年
一
〇
月
の
予
定
で
す
。
こ
の
間
区
民
の
皆
様
に
は
ご
不
便
と
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

（
郷
土
　
秋
山
・
横
山
）
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郷
土
資
料
館
の
長
期
休
館
に
あ
た
っ
て

■
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二
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六
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一
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来
る
二
〇
一
六
年
一
月
二
九
日
（
金
）
か
ら

二
月
五
日
（
金
）
ま
で
、
豊
島
区
庁
舎
一
階

と
し
ま
セ
ン
タ
ー
ス
ク
エ
ア
に
て
、
豊
島
区

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
設
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
第
三
弾

「
蔵
出
し
！
と
し
ま
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 
収
蔵
品
展

２
０
１
６
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
展
示
構
成
と
み
ど
こ
ろ
を
少
し

だ
け
ご
案
内
し
ま
す
。

●
美
術
分
野

里さ
と
み見
勝か

つ
ぞ
う蔵
（
一
八
九
五
‐一
九
八
一
）
は
京
都
か

ら
上
京
し
東
京
美
術
学
校
に
入
学
、
一
九
一
六

（
大
正
五
）
年
に
は
現
在
の
豊
島
区
域
に
転
居

し
ま
し
た
。
豊
島
区
に
暮
ら
し
た
美
術
家
の
早

い
例
の
一
人
で
す
。
そ
の
里
見
が
池
袋
在
住
期

に
二
科
会
第
四
回
展
で
初
入
選
を
果
た
し
た
の

が
、
今
回
ち
ら
し
や
ポ
ス
タ
ー
に
掲
載
し
て
い

る
《
職
工
》
で
す
。
胸
を
開
け
、
も
の
思
う
よ

う
に
見
え
る
表
情
で
こ
ち
ら
を
見
つ
め
る
顔
つ

き
は
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
感
化
が
あ
る
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

大
正
期
の
豊
島
区
域
は
、
一
九
〇
三
（
明
治

三
六
）
年
に
池
袋
駅
が
開
業
し
て
し
ば
ら
く

た
っ
た
頃
で
、
学
生
に
と
っ
て
は
安
価
に
住
む

こ
と
の
で
き
る
街
で
し
た
。
東
京
美
術
学
校
の

あ
っ
た
上
野
か
ら
そ
う
遠
く
な
い
こ
こ
豊
島
区

に
は
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
多
く
の
学
生
が
暮
ら
し

て
い
た
の
で
す
。

関
東
大
震
災
後
に
大
勢
の
人
々
が
当
時
の
郊

外
だ
っ
た
府
下
北
西
部
に
移
り
住
み
、
ア
ト

リ
エ
付
貸
家
と
い
う
形
式
が
成
立
す
る
の
は

一
九
三
〇
年
代
半
ば
の
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
の

芸
術
家
た
ち
の
熱
気
に
満
ち
た
交
流
と
空
間
は

〝
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
〞
と
し
て
よ
く
知
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
友
達
同
士
が
下

宿
を
行
き
来
し
た
り
あ
る
い
は
入
り
浸
る
様
子

は
里
見
の
文
章
か
ら
も
う
か
が
え
る
た
め
、〝
池

袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
〞
の
盛
り
上
が
り
と
同
様
な

こ
と
が
、
す
で
に
一
九
一
〇
年
代
に
繰
り
広
げ

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

今
回
の
展
示
で
は
、
ま
ず
﹇
人
の
か
た
ち
、

人
の
姿
﹈
と
題
し
て
人
物
画
や
擬
人
化
の
表
現

に
着
目
し
ま
す
。
次
に
﹇
思
い
出
す
風
景
﹈
で

は
往
時
を
思
い
返
し
て
描
か
れ
た
ア
ト
リ
エ
村

の
様
子
に
加
え
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
く
ら

い
に
広
が
っ
て
い
た
畑
や
牧
場
の
風
景
、
戦
争

直
後
の
様
子
な
ど
も
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
豊

島
区
に
関
連
の
あ
る
作
家
た
ち
の
う
ち
か
ら
、

渡
欧
し
て
パ
リ
の
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
を
描
い
た
作

品
も
初
公
開
し
ま
す
。
こ
の
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
へ

の
憧
れ
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
花
開
い
た
芸
術

家
た
ち
の
集
っ
た
地
・
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
に
池
袋

を
な
ぞ
ら
え
た
〝
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
〞
と
い

う
言
葉
に
も
よ
く
表
れ
て
い
ま
す
。

美
術
分
野
の
展
覧
会
は
九
回
目
に
な
り
ま

す
。「
蔵
出
し
！
」
は
久
し
ぶ
り
の
展
示
の
機

会
で
す
。
そ
の
名
の
通
り
、
蔵
（
収
蔵
庫
）
か

ら
出
し
て
き
た
作
品
の
数
々
を
じ
っ
く
り
と
ご

堪
能
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　（
美
術
　
小
林
）

●
文
学
・
マ
ン
ガ
分
野

今
回
は
、
豊
島
区
ゆ
か
り
の
童
話
作
家
坪つ

ぼ
た田

譲じ
ょ
う
じ治
と
童
話
雑
誌
『
び
わ
の
実
学
校
』
同ど

う
じ
ん人
、

そ
し
て
、
そ
の
表
紙
絵
を
画え

が

い
た
版
画
家

山や
ま
た
か
の
ぼ
る

高
登
を
紹
介
し
ま
す
。

坪
田
譲
治
は
、
岡
山
県
出
身
で
す
が
、

一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
二
六
歳
の
と
き
に
府

下
北
豊
島
郡
高
田
町
狐

き
つ
ね
づ
か塚
（
現
・
豊
島
区
西
池

袋
）
に
新
居
を
構
え
、
以
来
こ
の
地
を
活
動
の

拠
点
と
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
作
家
と
し

て
は
、
早
稲
田
大
学
時
代
に
小お

が
わ川

未み
め
い明

を
文
学

の
師
と
仰
ぎ
、
童
話
作
家
と
し
て
は
、
童
話
雑

誌
『
赤
い
鳥
』
主し

ゅ
さ
い宰

鈴
木
三み

え
き
ち

重
吉
に
師
事
し
ま

す
。
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
映
画
化
さ
れ
た

人
気
作
も
あ
り
、
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年

に
発
表
し
た
「
お
化
け
の
世
界
」（『
改
造
』
改

造
社
）
や
、一
九
三
六(

昭
和
一
一)

年
に
『
東

京
朝
日
新
聞
』
に
連
載
し
た
「
風
の
中
の
子
供
」

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
日
本
芸
術
院
賞
な
ど
多
数
の
賞
を

受
賞
し
、
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
に
は
日

本
児
童
文
学
協
会
会
長
に
就
任
し
ま
す
。

ま
た
、
一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
に
は
隔

月
刊
童
話
雑
誌
『
び
わ
の
実
学
校
』
を
主
宰
、

若
手
育
成
に
尽
力
し
、
多
く
の
実
力
派
童
話
作

家
を
輩
出
し
ま
す
。
一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）

年
に
は
、
創
刊
か
ら
一
〇
年
の
功
績
を
讃
え
ら

れ
、
朝
日
文
化
賞
（
朝
日
新
聞
社
主
催
）
を
受

賞
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
第
二
の
『
赤
い
鳥
』
と
称
さ
れ
た

こ
の
雑
誌
の
表
紙
を
飾
っ
た
の
が
、
版
画
家
山

高
登
で
す
。
山
高
が
、『
び
わ
の
実
学
校
』
表

紙
絵
担
当
に
抜ば

っ
て
き擢

さ
れ
た
の
は
、
編
集
の
仕
事

で
出
会
っ
た
坪
田
に
送
っ
た
木
版
画
の
年
賀
状

が
き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
の
絵
に
魅
了
さ
れ
た

坪
田
が
、
自
ら
山
高
に
依
頼
し
、
実
現
し
た
と

い
い
ま
す
。

創
刊
号
か
ら
第
四
九
号
ま
で
の
表
紙
絵
原
画

は
、
当
時
印
刷
業
者
に
手
渡
さ
れ
る
と
山
高
に

返
却
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
た
め
、
現
存
の

確
認
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
近
年
、
第
五
〇
号

以
降
か
ら
終
刊
第
一
三
四
号
ま
で
の
う
ち
六
〇

点
が
発
見
さ

れ
、
豊
島
区

が
収
集
し
ま

し
た
。

本
展
示
で

は
、
三
〇
点

を
国
内
で
初

め
て
公
開
し

ま
す
。

（
文
学
・
マ
ン
ガ
　
荒
川
）

●
郷
土
資
料
分
野

郷
土
資
料
館
に
は
、
区
民
の
方
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
多
種
多
様
な
資
料
が
あ
り
ま
す
。今
回
は
、

そ
れ
ら
を
保
管
し
て
い
る
〝
蔵
〞
の
な
か
か
ら
、

主
に
、
一
九
五
〇
〜
六
〇
年
代
の
資
料
を
中
心

に
展
示
し
ま
す
。

小
学
生
に
と
っ
て
は
、
む
か
し
の
同
じ
年
齢

の
子
ど
も
の
世
界
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
機
会
で
な
け
れ
ば
体

験
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
あ
る

い
は
、
同
時
代
を
知
る
人
た
ち
に
と
っ
て
は
懐

か
し
さ
と
と
も
に
、
次
世
代
に
伝
え
て
も
ら
い

た
い
、
と
願
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
展
示
構
成
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
資
料

が
あ
る
か
、
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

１
　
子
ど
も
の
く
ら
し
―
遊
び
・
勉
強
・
生
活

六
年
間
、通
っ
た
学
校
。い
つ
も
背
中
に
あ
っ

た
ラ
ン
ド
セ
ル
。
な
か
に
は
い
っ
ぱ
い
の
教
科

書
と
教
材
が
あ
り
ま
し
た
。
学
校
が
終
わ
れ
ば

空
地
や
路
地
で
め
ん
こ
。
冬
の
寒
い
と
き
に
は

家
の
な
か
で
、
お
は
じ
き
や
お
手
玉
を
使
っ
た

女
の
子
。
そ
の
脇
で
は
、
お
ば
あ
さ
ん
が
楽
し

そ
う
に
笑
っ
て
見
て
い
ま
し
た
。

２
　
く
ら
し
の
う
つ
り
か
わ
り

家
に
は
、
ま
だ
洋
間
が
少
な
く
、
畳
の
部
屋

が
多
か
っ
た
時
代
で
し
た
。
ご
飯
や
宿
題
、
遊

び
も
卓
袱
台
で
し
ま
し
た
。
冬
の
暖
か
さ
は
、

火
鉢
の
火
か
ら
も
ら
い
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
は
、
次
第
に
白
黒
テ
レ
ビ
か
ら
カ

ラ
ー
テ
レ
ビ
の
時
代
に
な
り
、
一
九
六
四
（
昭

和
三
九
）
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
多
く

の
人
の
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
の

よ
う
に
、
既
製
服
が
店
頭
に
豊
富
に
売
ら
れ
て

い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
足
踏
み
ミ
シ

ン
で
、
子
ど
も
の
た
め
に
服
を
作
る
光
景
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

い
ま
だ
、
家
の
柱
時
計
の
音
が
、
家
族
に
と

き
を
知
ら
せ
る
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

３
　
と
し
ま
の
風
景
い
ま
む
か
し

　
　
　
　
　
〜
豊
島
区
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー
〜

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
年
）
四
月
一
三
日

の
城
北
大
空
襲
に
よ
り
、
豊
島
区
域
の
約
七
割

は
焼
失
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
戦
後
の
復
興
と

急
激
な
都
市
化
が
進
む
な
か
、
私
た
ち
が
目
に

す
る
風
景
は
日
々
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

区
内
各
所
の
景
観
が
い
か
に
変
化
し
、
私
た

ち
の
生
活
が
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
、
フ
ィ
ル
ム

カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
モ
ノ
ク
ロ
の
写
真
は
、
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
が
主
流
と
な
っ
た
今
の
社
会
に

向
け
て
、
強
烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い

ま
す
。
展
示
室
内
に
映
し
出
さ
れ
る
画
像
を
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

＊ 

資
料
と
友
だ
ち
に
な
ろ
う 

＊

大
き
な
資
料
は
大
八
車
。
実
際
に
、
長
崎
地

区
の
農
家
が
野
菜
を
神
田
市
場
へ
出
す
と
き
に

使
っ
て
い
た
も
の
で
す
。
曳ひ

く
重
さ
を
体
験
し

て
み
ま
し
ょ
う
。「
荷
車
鑑か

ん
さ
つ札

豊
島
区
」
と
い

う
ス
テ
ッ
カ
ー
が
つ
い
て
い
る
戦
前
の
資
料
で
す
。

左
右
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
り
に
く
い
天て

ん
び
ん
ぼ
う

秤
棒

で
、
桶お

け

を
運
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
そ
の
他
、
蓄

音
機
で
Ｓ
Ｐ
盤
の
レ
コ
ー
ド
を
聴き

く
、
紙
芝
居

「
ち
い
さ
い

桶
」を
見
る
、

と
い
う
企
画

等
は
、
日
時

を
決
め
て
実

施
す
る
予
定

で
す
。

毎
年
一
月

末
か
ら
二
月

初
旬
は
、
区

内
の
公
立
小

学
校
三
年
生
が
、
学
習
の
た
め
に
資
料
館
へ
来

館
す
る
時
期
で
す
。
資
料
は
、
教
材
と
し
て
大

切
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
寄
贈
し
て
下
さ
る
方

が
い
て
、
そ
れ
を
ご
覧
に
な
る
方
が
い
る
と
い

う
こ
と
を
心
に
、
今
後
も
、〝
蔵
〞
か
ら
の
贈

り
物
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
郷
土
　
福
岡
・
秋
山
）

●
特
別
展
示

　鈴
木
信
太
郎
記
念
館
プ
レ
展
示

旧
鈴
木
家
住
宅
（
豊
島
区
東
池
袋
五
丁

目
）
は
、
わ
が
国
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
研
究
黎

明
期
に
活
躍
し
た
鈴
木
信
太
郎
（
一
八
九
五
‐

一
九
七
〇
）
の
旧
宅
で
、
二
〇
一
〇
（
平
成

二
二
）
年
信
太
郎
氏
の
次
男
道
彦
氏
よ
り
寄
贈

を
受
け
ま
し
た
。
豊
島
区
で
は
、
こ
の
貴
重
な

歴
史
的
建
造
物
を
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年

三
月
に
豊
島
区
指
定
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）

に
指
定
す
る
と
と
も
に
、
二
〇
一
七
（
平
成

二
九
）
年
度
に
「（
仮
称
）
鈴
木
信
太
郎
記
念
館
」

を
開
設
す
る
た
め
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

記
念
館
は
鈴
木
信
太
郎
の
功
績
を
顕
彰
す
る

と
と
も
に
、
愛
蔵
し
た
書
籍
や
関
連
資
料
を
展

示
・
解
説
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
大
正
時
代
以
来
、

数
度
の
増
改
築
を
経
て
今
日
ま
で
住
み
継
が
れ

て
き
た
住
居
、
豊
島
区
指
定
文
化
財
「
旧
鈴
木

家
住
宅
」
を
広
く
公
開
す
る
も
の
で
す
。

本
展
で
は
、
記
念
館
開
館
に
先
立
つ
プ
レ
展

示
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
鈴
木
信
太
郎
と

そ
の
旧
宅
「
旧
鈴
木
家
住
宅
」
を
紹
介
し
ま
す
。

鈴
木
信
太
郎
は
、
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）

年
か
ら
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
ま
で
東
京

大
学
で
フ
ラ
ン
ス
文
学
を
講
じ
、
日
本
に
お
け

る
フ
ラ
ン
ス
文
学
・
語
学
の
研
究
体
制
を
確
立
、

門
下
か
ら
多
く
の
逸
材
を
輩
出
し
ま
し
た
。
と

く
に
、
フ
ラ
ン
ス
近
代
の
象
徴
派
詩
人
、
ス
テ

フ
ァ
ヌ
・
マ
ラ
ル
メ
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
、

重
要
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
に
東
京
帝
国
大

学
に
提
出
し
た
博
士
論
文
で
、
戦
後
に
な
っ
て

出
版
さ
れ
た
『
ス
テ
フ
ァ
ヌ
・
マ
ラ
ル
メ
詩
集

考
』
は
、
当
時
フ
ラ
ン
ス
本
国
で
も
ま
だ
誰
も

手
を
付
け
て
い
な
か
っ
た
先
駆
的
な
研
究
で

す
。
表
紙
に
描
か
れ
て
い
る
「
半
獣
神
」
は
、

マ
ラ
ル
メ
の
有
名
な
詩
『
半
獣
神
の
午
後
』
の

語
り
手
が
モ
テ
ィ
ー
フ
に
な
っ
て
お
り
、
信
太

郎
と
も
親
交
の
あ
っ
た
近
代
洋
画
家
の
須
田
国

太
郎
に
よ
る
も
の
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
で
限
定
出
版
さ
れ
た
『
半
獣
神
の

午
後
』
の
初
版
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
近
代
画
家

エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
マ
ネ
に
よ
る
挿
絵
が
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
信
太
郎
は
、
こ
の
貴
重
な
初
版

本
を
所
持
し
て
お
り
、
後
に
、
自
ら
の
日
本
語

訳
に
マ
ネ
の
挿
絵
を
付
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
に

そ
っ
く
り
の
本
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
非
常
に
珍
し
い
こ
れ
ら
の
書
物

の
他
、
信
太
郎
の
人
と
な
り
や
交
友
関
係
が
窺

い
知
れ
る

品
々
に
加

え
、
建
物
の

見
ど
こ
ろ
を

幅
六
メ
ー
ト

ル
の
大
型
図

面
と
と
も
に

展
示
い
た
し

ま
す
。

（
郷
土
　
木
下
・
古
賀
）

豊
島
区
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
設
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
第
三
弾

収
蔵
品
展
２
０
１
６

蔵
出
し
！ 

と
し
ま
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
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主
に
、
一
九
五
〇
〜
六
〇
年
代
の
資
料
を
中
心

に
展
示
し
ま
す
。

小
学
生
に
と
っ
て
は
、
む
か
し
の
同
じ
年
齢

の
子
ど
も
の
世
界
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
機
会
で
な
け
れ
ば
体

験
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
あ
る

い
は
、
同
時
代
を
知
る
人
た
ち
に
と
っ
て
は
懐

か
し
さ
と
と
も
に
、
次
世
代
に
伝
え
て
も
ら
い

た
い
、
と
願
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
展
示
構
成
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
資
料

が
あ
る
か
、
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

１
　
子
ど
も
の
く
ら
し
―
遊
び
・
勉
強
・
生
活

六
年
間
、通
っ
た
学
校
。い
つ
も
背
中
に
あ
っ

た
ラ
ン
ド
セ
ル
。
な
か
に
は
い
っ
ぱ
い
の
教
科

書
と
教
材
が
あ
り
ま
し
た
。
学
校
が
終
わ
れ
ば

空
地
や
路
地
で
め
ん
こ
。
冬
の
寒
い
と
き
に
は

家
の
な
か
で
、
お
は
じ
き
や
お
手
玉
を
使
っ
た

女
の
子
。
そ
の
脇
で
は
、
お
ば
あ
さ
ん
が
楽
し

そ
う
に
笑
っ
て
見
て
い
ま
し
た
。

２
　
く
ら
し
の
う
つ
り
か
わ
り

家
に
は
、
ま
だ
洋
間
が
少
な
く
、
畳
の
部
屋

が
多
か
っ
た
時
代
で
し
た
。
ご
飯
や
宿
題
、
遊

び
も
卓
袱
台
で
し
ま
し
た
。
冬
の
暖
か
さ
は
、

火
鉢
の
火
か
ら
も
ら
い
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
は
、
次
第
に
白
黒
テ
レ
ビ
か
ら
カ

ラ
ー
テ
レ
ビ
の
時
代
に
な
り
、
一
九
六
四
（
昭

和
三
九
）
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
多
く

の
人
の
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
の

よ
う
に
、
既
製
服
が
店
頭
に
豊
富
に
売
ら
れ
て

い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
足
踏
み
ミ
シ

ン
で
、
子
ど
も
の
た
め
に
服
を
作
る
光
景
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

い
ま
だ
、
家
の
柱
時
計
の
音
が
、
家
族
に
と

き
を
知
ら
せ
る
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

３
　
と
し
ま
の
風
景
い
ま
む
か
し

　
　
　
　
　
〜
豊
島
区
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー
〜

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
年
）
四
月
一
三
日

の
城
北
大
空
襲
に
よ
り
、
豊
島
区
域
の
約
七
割

は
焼
失
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
戦
後
の
復
興
と

急
激
な
都
市
化
が
進
む
な
か
、
私
た
ち
が
目
に

す
る
風
景
は
日
々
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

区
内
各
所
の
景
観
が
い
か
に
変
化
し
、
私
た

ち
の
生
活
が
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
、
フ
ィ
ル
ム

カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
モ
ノ
ク
ロ
の
写
真
は
、
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
が
主
流
と
な
っ
た
今
の
社
会
に

向
け
て
、
強
烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い

ま
す
。
展
示
室
内
に
映
し
出
さ
れ
る
画
像
を
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

＊ 
資
料
と
友
だ
ち
に
な
ろ
う 

＊

大
き
な
資
料
は
大
八
車
。
実
際
に
、
長
崎
地

区
の
農
家
が
野
菜
を
神
田
市
場
へ
出
す
と
き
に

使
っ
て
い
た
も
の
で
す
。
曳ひ

く
重
さ
を
体
験
し

て
み
ま
し
ょ
う
。「
荷
車
鑑か

ん
さ
つ札

豊
島
区
」
と
い

う
ス
テ
ッ
カ
ー
が
つ
い
て
い
る
戦
前
の
資
料
で
す
。

左
右
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
り
に
く
い
天て

ん
び
ん
ぼ
う

秤
棒

で
、
桶お

け

を
運
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
そ
の
他
、
蓄

音
機
で
Ｓ
Ｐ
盤
の
レ
コ
ー
ド
を
聴き

く
、
紙
芝
居

「
ち
い
さ
い

桶
」を
見
る
、

と
い
う
企
画

等
は
、
日
時

を
決
め
て
実

施
す
る
予
定

で
す
。

毎
年
一
月

末
か
ら
二
月

初
旬
は
、
区

内
の
公
立
小

学
校
三
年
生
が
、
学
習
の
た
め
に
資
料
館
へ
来

館
す
る
時
期
で
す
。
資
料
は
、
教
材
と
し
て
大

切
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
寄
贈
し
て
下
さ
る
方

が
い
て
、
そ
れ
を
ご
覧
に
な
る
方
が
い
る
と
い

う
こ
と
を
心
に
、
今
後
も
、〝
蔵
〞
か
ら
の
贈

り
物
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
郷
土
　
福
岡
・
秋
山
）

●
特
別
展
示

　鈴
木
信
太
郎
記
念
館
プ
レ
展
示

旧
鈴
木
家
住
宅
（
豊
島
区
東
池
袋
五
丁

目
）
は
、
わ
が
国
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
研
究
黎

明
期
に
活
躍
し
た
鈴
木
信
太
郎
（
一
八
九
五
‐

一
九
七
〇
）
の
旧
宅
で
、
二
〇
一
〇
（
平
成

二
二
）
年
信
太
郎
氏
の
次
男
道
彦
氏
よ
り
寄
贈

を
受
け
ま
し
た
。
豊
島
区
で
は
、
こ
の
貴
重
な

歴
史
的
建
造
物
を
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年

三
月
に
豊
島
区
指
定
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）

に
指
定
す
る
と
と
も
に
、
二
〇
一
七
（
平
成

二
九
）
年
度
に
「（
仮
称
）
鈴
木
信
太
郎
記
念
館
」

を
開
設
す
る
た
め
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

記
念
館
は
鈴
木
信
太
郎
の
功
績
を
顕
彰
す
る

と
と
も
に
、
愛
蔵
し
た
書
籍
や
関
連
資
料
を
展

示
・
解
説
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
大
正
時
代
以
来
、

数
度
の
増
改
築
を
経
て
今
日
ま
で
住
み
継
が
れ

て
き
た
住
居
、
豊
島
区
指
定
文
化
財
「
旧
鈴
木

家
住
宅
」
を
広
く
公
開
す
る
も
の
で
す
。

本
展
で
は
、
記
念
館
開
館
に
先
立
つ
プ
レ
展

示
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
鈴
木
信
太
郎
と

そ
の
旧
宅
「
旧
鈴
木
家
住
宅
」
を
紹
介
し
ま
す
。

鈴
木
信
太
郎
は
、
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）

年
か
ら
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
ま
で
東
京

大
学
で
フ
ラ
ン
ス
文
学
を
講
じ
、
日
本
に
お
け

る
フ
ラ
ン
ス
文
学
・
語
学
の
研
究
体
制
を
確
立
、

門
下
か
ら
多
く
の
逸
材
を
輩
出
し
ま
し
た
。
と

く
に
、
フ
ラ
ン
ス
近
代
の
象
徴
派
詩
人
、
ス
テ

フ
ァ
ヌ
・
マ
ラ
ル
メ
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
、

重
要
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
に
東
京
帝
国
大

学
に
提
出
し
た
博
士
論
文
で
、
戦
後
に
な
っ
て

出
版
さ
れ
た
『
ス
テ
フ
ァ
ヌ
・
マ
ラ
ル
メ
詩
集

考
』
は
、
当
時
フ
ラ
ン
ス
本
国
で
も
ま
だ
誰
も

手
を
付
け
て
い
な
か
っ
た
先
駆
的
な
研
究
で

す
。
表
紙
に
描
か
れ
て
い
る
「
半
獣
神
」
は
、

マ
ラ
ル
メ
の
有
名
な
詩
『
半
獣
神
の
午
後
』
の

語
り
手
が
モ
テ
ィ
ー
フ
に
な
っ
て
お
り
、
信
太

郎
と
も
親
交
の
あ
っ
た
近
代
洋
画
家
の
須
田
国

太
郎
に
よ
る
も
の
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
で
限
定
出
版
さ
れ
た
『
半
獣
神
の

午
後
』
の
初
版
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
近
代
画
家

エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
マ
ネ
に
よ
る
挿
絵
が
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
信
太
郎
は
、
こ
の
貴
重
な
初
版

本
を
所
持
し
て
お
り
、
後
に
、
自
ら
の
日
本
語

訳
に
マ
ネ
の
挿
絵
を
付
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
に

そ
っ
く
り
の
本
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
非
常
に
珍
し
い
こ
れ
ら
の
書
物

の
他
、
信
太
郎
の
人
と
な
り
や
交
友
関
係
が
窺

い
知
れ
る

品
々
に
加

え
、
建
物
の

見
ど
こ
ろ
を

幅
六
メ
ー
ト

ル
の
大
型
図

面
と
と
も
に

展
示
い
た
し

ま
す
。

（
郷
土
　
木
下
・
古
賀
）

人型めんこ

『ステファヌ・マラルメ詩集考』



4

豊
島
区
で
は
、
大
正
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て

の
都
市
化
に
と
も
な
っ
て
人
口
は
急
増
し
、
飲

食
店
・
食
品
市
場
な
ど
の
拡
大
は
、塵じ

ん
か
い芥

（
以
下
、

ゴ
ミ
）
の
量
を
倍
増
さ
せ
、
伝
染
病
患
者
さ
え

も
増
や
し
ま
し
た
。
主
た
る
伝
染
病
は
、
腸
チ

フ
ス
、
疫え

き
り痢
、
赤せ

き
り痢
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
猩

し
ょ
う
こ
う
ね
つ

紅
熱

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
衛
生
の
保
全
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
に
汚
物
掃
除
法

が
発
布
さ
れ
（
昭
和
二
九
〈
一
九
五
四
〉
年
清

掃
法
施
行
に
よ
り
廃
止
）、
市
は
公
有
地
に
対

し
て
「
地
域
内
ノ
汚
物
ヲ
掃
除
シ
清
潔
ヲ
保
持

ス
ル
ノ
義
務
」（
第
１
条
）
が
定
め
ら
れ
、
さ

ら
に「
蒐

し
ゅ
う
し
ゅ
う

集
シ
タ
ル
汚
物
ヲ
処
分
ス
ル
ノ
義
務
」

（
第
３
条
）
を
負
う
も
の
と
し
、
町
村
に
つ
い

て
も
準
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
か
ら
、
ゴ
ミ

と
し
尿
の
収
集
が
地
方
行
政
の
事
務
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

さ
て
旧
高
田
町
（
雑
司
が
谷
・
高
田
地
域
）

で
は
、
ゴ
ミ
の
掃
除
お
よ
び
処
分
を
営
業
者
に

委
託
し
、
各
戸
よ
り
一
定
の
料
金
を
徴
収
し
て

処
理
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、人
口
・

戸
数
の
増
加
に
よ
り
そ
の
不
徹
底
さ
に
対
し
て

非
難
や
苦
情
が
相
次
ぎ
、
町
営
の
取
扱
・
処
理

を
目
指
し
、
営
業
者
に
補
助
金
を
交
付
し
て
無

償
で
町
に
引
き
継
ぐ
契
約
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
一
一
月
衛
生
委
員

会
に
て
議
決
し
、
諸
規
程
を
設
け
、
翌
年
三
月

汚
物
掃
除
法
施
行
地
域
に
指
定
し
ま
す
。
同
年

四
月
に
は
、
町
直
営
の
塵
芥
取
扱
が
実
施
と
な

り
ま
し
た
（『
高
田
町
史
』
昭
和
八
年
刊
）。

表
の
よ
う
に
、
平
成
二
四
（
二
〇
一
二
）

年
度
の
統
計
に
よ
る
と
、
豊
島
区
の
人
口

二
六
万
八
七
二
五
人
に
対
し
、
ゴ
ミ
の
総
量
は

五
万
九
九
六
四
ｔ
（
資
源
ゴ
ミ

を
除
く
）
で
、
一
日
あ
た
り
約

一
六
四
・
二
ｔ
搬
出
し
て
い
ま
す

（『
第
三
次 
豊
島
区
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
』
等
を
参
照
、
平

成
二
六
年
三
月
刊
）。
一
人
あ
た

り
で
は
一
日
約
六
一
一
ｇ
の
計
算

に
な
る
そ
う
で
す
。

で
は
当
時
の
ゴ
ミ
の
量
は
ど
の

く
ら
い
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

昭
和
六
年
に
高
田
町
が
作
成
し
た

「
塵
芥
処
分
方
法
・
方
針
概
要
調

査
報
告
」（
館
蔵
「
高
田
地
区
関

連
文
書
類
」
下
段
写
真
）
に
よ
れ

ば
、
人
口
四
万
八
五
四
一
人
、
戸

数
一
万
五
二
九
戸
に
対
し
て
一
日

あ
た
り
二
二
四
〇
貫
（
八
・
四
ｔ
）
の
ゴ
ミ
を

搬
出
し
て
い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
（
総

量
一
二
六
万
九
一
六
〇
貫
〈
四
七
五
九
・
三
五

ｔ
〉
は
『
高
田
町
史
』
参
照
）。
つ
ま
り
、
一

人
一
日
で
は
約
一
七
三
ｇ
の
ゴ
ミ
を
出
し
て
い

た
計
算
に
な
り
ま
す
。

収
集
方
法
は
、
掃
除
人
夫
二
〇
名
程
度
で
各

戸
の
ゴ
ミ
を
収
集
し
て
四
輪
馬
車
や
手
車
に
積

載
し
、捨
て
場
と
し
て
「
上
板
橋
江
古
田
」（
現

練
馬
区
旭
町
）
付
近
に
借
り
入
れ
た
土
地
三
反

余
歩
（
約
二
九
七
五
㎡
）
に
搬
出
し
て
投
棄
し

て
い
ま
し
た
。
投
棄
の
際
に
は
防
臭
・
防
虫
の

薬
液
を
散
布
し
上
土
を
掛
け
、
監
視
を
し
て
い

た
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で

あ
っ
た
の
か
、
居
住
民
に
対
し
殺
虫
剤
の
購
入

料
金
を
支
払
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

馬
車
輸
送
で
は
敏び

ん
し
ょ
う
せ
い

捷
性
を
欠
く
こ
と
か
ら
、

ゴ
ミ
の
搬
出

を
自
動
車
で

お
こ
な
う
方

法
を
検
討
し

て
い
ま
し
た

（「
塵
芥
搬
出

費
用
予
算
」）。

一
日
三
台
の

自
動
車
で
作

業
し
、
こ
れ

を
平
均
五
回

運
搬
し
て
延
べ
一
五
台
分
を
搬
出
。
こ
れ
に

人に
ん
ぷ夫
が
一
台
に
対
し
五
名
ず
つ
配
属
し
、
自
動

車
が
帰
着
す
る
ま
で
各
一
台
分
の
ゴ
ミ
を
収
集
。

戸
数
の
平
均
は
六
七
戸
弱
と
見
積
も
り
、
こ
の

方
法
な
ら
ば
一
日
平
均
一
〇
〇
〇
戸
の
掃
除
が

で
き
、
月
三
回
は
各
戸
巡
回
で
き
る
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。
な
お
、
自
動
車
一
台
の
積
載
量
は
、

一
人
平
均
一
回
で
藤
籠
に
七
個
収
集
で
き
る
計

算
で
、
平
均
三
五
個
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
七
年
四
月
、
衛
生
委
員
は
新
た
に
「
練

馬
村
字
東
田
島
」（
現
練
馬
区
貫
井
）
に
塵
芥

捨
て
場
の
予
定
地
を
設
け
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。
そ
の
後
、
塵
芥
処
理
調
査
委
員
を
選
出

し
、
各
地
の
塵
芥
焼
却
場
を
視
察
さ
せ
、
将

来
的
に
は
、
人
口
七
万
五
〇
〇
〇
人
、
戸
数

一
万
五
〇
〇
〇
戸
で
、一
日
四
〇
〇
〇
貫（
一
五

ｔ
）
の
搬
出
と
な
る
予
想
を
立
て
、
焼
却
場
施

設
を
大
字
高
田
字
金
久
保
沢
（
現
目
白
一
、三

丁
目
）
に
設
計
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
市
郡
併
合
に
よ
り
同
年
八
月
に

計
画
を
廃
止
し
、
東
京
市
に
引
き
継
が
れ
た
の

で
し
た
。

高
田
町
の
一
大
事
業
で
あ
っ
た
「
下
水
道

計
画
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
「
か
た
り
べ
」

一
一
三
号
に
掲
載
し
ま
し
た
が
、
町
の
衛
生
を

保
全
す
る
に
あ
た
り
、
ゴ
ミ
処
理
の
検
討
は
下

水
道
と
同
様
に
町
の
重
大
な
施
策
で
あ
っ
た
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　（
郷
土
　
髙
木
）

旧
高
田
町
の
ゴ
ミ
捨
て
事
情
に
み
る
都
市
化
の
影
と
そ
の
対
策

昭和 6年・高田町 48,541人
268,725人

4,759ｔ
59,964ｔ

8.4ｔ
164.2ｔ

173ｇ
611ｇ

人口 収集ゴミ量 1日あたり
のゴミ量

1人1日あた
りのゴミ量

平成24年・豊島区

「
塵
芥
処
分
方
法
・
方
針
概
要
調
査
報
告
」

旧
高
田
町
の
ゴ
ミ
捨
て
事
情
に
み
る
都
市
化
の
影
と
そ
の
対
策
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豊
島
区
で
は
、
大
正
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て

の
都
市
化
に
と
も
な
っ
て
人
口
は
急
増
し
、
飲

食
店
・
食
品
市
場
な
ど
の
拡
大
は
、塵じ

ん
か
い芥

（
以
下
、

ゴ
ミ
）
の
量
を
倍
増
さ
せ
、
伝
染
病
患
者
さ
え

も
増
や
し
ま
し
た
。
主
た
る
伝
染
病
は
、
腸
チ

フ
ス
、
疫え

き
り痢
、
赤せ

き
り痢
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
猩

し
ょ
う
こ
う
ね
つ

紅
熱

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
衛
生
の
保
全
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
に
汚
物
掃
除
法

が
発
布
さ
れ
（
昭
和
二
九
〈
一
九
五
四
〉
年
清

掃
法
施
行
に
よ
り
廃
止
）、
市
は
公
有
地
に
対

し
て
「
地
域
内
ノ
汚
物
ヲ
掃
除
シ
清
潔
ヲ
保
持

ス
ル
ノ
義
務
」（
第
１
条
）
が
定
め
ら
れ
、
さ

ら
に「
蒐

し
ゅ
う
し
ゅ
う

集
シ
タ
ル
汚
物
ヲ
処
分
ス
ル
ノ
義
務
」

（
第
３
条
）
を
負
う
も
の
と
し
、
町
村
に
つ
い

て
も
準
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
か
ら
、
ゴ
ミ

と
し
尿
の
収
集
が
地
方
行
政
の
事
務
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

さ
て
旧
高
田
町
（
雑
司
が
谷
・
高
田
地
域
）

で
は
、
ゴ
ミ
の
掃
除
お
よ
び
処
分
を
営
業
者
に

委
託
し
、
各
戸
よ
り
一
定
の
料
金
を
徴
収
し
て

処
理
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、人
口
・

戸
数
の
増
加
に
よ
り
そ
の
不
徹
底
さ
に
対
し
て

非
難
や
苦
情
が
相
次
ぎ
、
町
営
の
取
扱
・
処
理

を
目
指
し
、
営
業
者
に
補
助
金
を
交
付
し
て
無

償
で
町
に
引
き
継
ぐ
契
約
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
一
一
月
衛
生
委
員

会
に
て
議
決
し
、
諸
規
程
を
設
け
、
翌
年
三
月

汚
物
掃
除
法
施
行
地
域
に
指
定
し
ま
す
。
同
年

四
月
に
は
、
町
直
営
の
塵
芥
取
扱
が
実
施
と
な

り
ま
し
た
（『
高
田
町
史
』
昭
和
八
年
刊
）。

表
の
よ
う
に
、
平
成
二
四
（
二
〇
一
二
）

年
度
の
統
計
に
よ
る
と
、
豊
島
区
の
人
口

二
六
万
八
七
二
五
人
に
対
し
、
ゴ
ミ
の
総
量
は

五
万
九
九
六
四
ｔ
（
資
源
ゴ
ミ

を
除
く
）
で
、
一
日
あ
た
り
約

一
六
四
・
二
ｔ
搬
出
し
て
い
ま
す

（『
第
三
次 

豊
島
区
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
』
等
を
参
照
、
平

成
二
六
年
三
月
刊
）。
一
人
あ
た

り
で
は
一
日
約
六
一
一
ｇ
の
計
算

に
な
る
そ
う
で
す
。

で
は
当
時
の
ゴ
ミ
の
量
は
ど
の

く
ら
い
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

昭
和
六
年
に
高
田
町
が
作
成
し
た

「
塵
芥
処
分
方
法
・
方
針
概
要
調

査
報
告
」（
館
蔵
「
高
田
地
区
関

連
文
書
類
」
下
段
写
真
）
に
よ
れ

ば
、
人
口
四
万
八
五
四
一
人
、
戸

数
一
万
五
二
九
戸
に
対
し
て
一
日

あ
た
り
二
二
四
〇
貫
（
八
・
四
ｔ
）
の
ゴ
ミ
を

搬
出
し
て
い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
（
総

量
一
二
六
万
九
一
六
〇
貫
〈
四
七
五
九
・
三
五

ｔ
〉
は
『
高
田
町
史
』
参
照
）。
つ
ま
り
、
一

人
一
日
で
は
約
一
七
三
ｇ
の
ゴ
ミ
を
出
し
て
い

た
計
算
に
な
り
ま
す
。

収
集
方
法
は
、
掃
除
人
夫
二
〇
名
程
度
で
各

戸
の
ゴ
ミ
を
収
集
し
て
四
輪
馬
車
や
手
車
に
積

載
し
、捨
て
場
と
し
て
「
上
板
橋
江
古
田
」（
現

練
馬
区
旭
町
）
付
近
に
借
り
入
れ
た
土
地
三
反

余
歩
（
約
二
九
七
五
㎡
）
に
搬
出
し
て
投
棄
し

て
い
ま
し
た
。
投
棄
の
際
に
は
防
臭
・
防
虫
の

薬
液
を
散
布
し
上
土
を
掛
け
、
監
視
を
し
て
い

た
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で

あ
っ
た
の
か
、
居
住
民
に
対
し
殺
虫
剤
の
購
入

料
金
を
支
払
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

馬
車
輸
送
で
は
敏び

ん
し
ょ
う
せ
い

捷
性
を
欠
く
こ
と
か
ら
、

ゴ
ミ
の
搬
出

を
自
動
車
で

お
こ
な
う
方

法
を
検
討
し

て
い
ま
し
た

（「
塵
芥
搬
出

費
用
予
算
」）。

一
日
三
台
の

自
動
車
で
作

業
し
、
こ
れ

を
平
均
五
回

運
搬
し
て
延
べ
一
五
台
分
を
搬
出
。
こ
れ
に

人に
ん
ぷ夫
が
一
台
に
対
し
五
名
ず
つ
配
属
し
、
自
動

車
が
帰
着
す
る
ま
で
各
一
台
分
の
ゴ
ミ
を
収
集
。

戸
数
の
平
均
は
六
七
戸
弱
と
見
積
も
り
、
こ
の

方
法
な
ら
ば
一
日
平
均
一
〇
〇
〇
戸
の
掃
除
が

で
き
、
月
三
回
は
各
戸
巡
回
で
き
る
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。
な
お
、
自
動
車
一
台
の
積
載
量
は
、

一
人
平
均
一
回
で
藤
籠
に
七
個
収
集
で
き
る
計

算
で
、
平
均
三
五
個
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
七
年
四
月
、
衛
生
委
員
は
新
た
に
「
練

馬
村
字
東
田
島
」（
現
練
馬
区
貫
井
）
に
塵
芥

捨
て
場
の
予
定
地
を
設
け
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。
そ
の
後
、
塵
芥
処
理
調
査
委
員
を
選
出

し
、
各
地
の
塵
芥
焼
却
場
を
視
察
さ
せ
、
将

来
的
に
は
、
人
口
七
万
五
〇
〇
〇
人
、
戸
数

一
万
五
〇
〇
〇
戸
で
、一
日
四
〇
〇
〇
貫（
一
五

ｔ
）
の
搬
出
と
な
る
予
想
を
立
て
、
焼
却
場
施

設
を
大
字
高
田
字
金
久
保
沢
（
現
目
白
一
、三

丁
目
）
に
設
計
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
市
郡
併
合
に
よ
り
同
年
八
月
に

計
画
を
廃
止
し
、
東
京
市
に
引
き
継
が
れ
た
の

で
し
た
。

高
田
町
の
一
大
事
業
で
あ
っ
た
「
下
水
道

計
画
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
「
か
た
り
べ
」

一
一
三
号
に
掲
載
し
ま
し
た
が
、
町
の
衛
生
を

保
全
す
る
に
あ
た
り
、
ゴ
ミ
処
理
の
検
討
は
下

水
道
と
同
様
に
町
の
重
大
な
施
策
で
あ
っ
た
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　（
郷
土
　
髙
木
）
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鈴
木
信
太
郎
の
書
斎
に
あ
る
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
に
は
、「
世
界
は
一
冊
の
美
し
い
書
物
に
近

づ
く
べ
く
で
き
て
い
る
」
と
い
う
一
節
が
綴つ

づ

ら

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
近
代
を

代
表
す
る
象
徴
派
詩
人
、
ス
テ
フ
ァ
ヌ
・
マ
ラ

ル
メ
（S

téphane M
allarm

é, 1842-1898

）

に
よ
る
も
の
で
す
。
詩
的
言
語
を
極
限
に
ま
で

探
求
し
て
創
作
さ
れ
た
彼
の
詩
は
、
あ
ま
り
に

難
解
で
、
発
表
当
初
か
ら
多
く
の
読
者
を
困
惑

さ
せ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
一
方
で
、
観
念
的

で
、
複
雑
な
構
造
を
し
た
マ
ラ
ル
メ
の
詩
の
、

美
し
く
崇す

う
こ
う高

な
世
界
観
は
、
今
日
ま
で
世
界
中

の
多
く
の
芸
術
家
や
研
究
者
を
魅
了
し
、
新
た

な
芸
術
作
品
や
画
期
的
な
研
究
の
数
々
を
生
み

出
し
て
き
ま
し
た
。

信
太
郎
も
ま
た
、
こ
の
詩
人
に
魅
了
さ
れ
、

重
要
な
功
績
を
世
に
残
し
た
日
本
人
研
究
者
の

一
人
で
す
。
彼
の
主
著
『
ス
テ
フ
ァ
ヌ
・
マ
ラ

ル
メ
詩
集
考
』
が
そ
の
証

あ
か
し

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
、
信
太
郎
が
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）

年
に
東
京
帝
国
大
学
に
提
出
し
た
博
士
論
文
で
、

戦
後
に
な
っ
て
出
版
さ
れ
、
後
に
読
売
文
学
賞

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
マ
ラ
ル
メ
の
詩
に
つ
い

て
可
能
な
限
り
全
て
の
異
本
を
検
討
し
、
そ
れ

ら
を
厳
密
に
比
較
し
、
本
来
の
『
マ
ラ
ル
メ
詩

集
』
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
を
探
っ
た
研
究
で
、

当
時
フ
ラ
ン
ス
本
国
で
も
ま
だ
誰
も
手
を
つ
け

て
い
な
か
っ
た
先
駆
的
な
業
績
で
す
。

口
絵
に
は
、
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
マ
ネ
や
ポ
ー

ル
・
ゴ
ー
ガ
ン
、
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
と
い
っ
た
、

名
だ
た
る
画
家
た
ち
に
よ
る
マ
ラ
ル
メ
の
肖
像

や
、マ
ラ
ル
メ
が
最
も
凝こ

っ
た
稀き

こ
う
ぼ
ん

覯
本『
大お

お
が
ら
す鴉
』、

『
半は

ん
じ
ゅ
う
し
ん

獣
神
の
午
後
』
の
初
版
の
た
め
に
マ
ネ
が

描
い
た
挿
絵
、
マ
ラ
ル
メ
の
自
筆
を
写
真
刷
に

し
た
『
ス
テ
フ
ァ
ヌ
・
マ
ラ
ル
メ
詩
集
』
の
一

ペ
ー
ジ
な
ど
、
信
太
郎
が
、
パ
リ
の
シ
ャ
ン
ピ

オ
ン
書
店
を
通
し
て
蒐

し
ゅ
う
し
ゅ
う

集
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
表
紙
に
描
か

れ
て
い
る
「
半
獣
神
」
は
、
マ
ラ
ル
メ
の
有
名
な

詩
『
半
獣
神
の
午
後
』
の
語
り
手
が
モ
テ
ィ
ー
フ

に
な
っ
て
お
り
、
信
太
郎
と
も
親
交
の
あ
っ
た

近
代
洋
画
家
の
須す

だ田
国く

に
た
ろ
う

太
郎
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
の
『
ス
テ
フ
ァ
ヌ
・
マ
ラ
ル
メ
詩
集
考
』

に
代
表
さ
れ
る
、
信
太
郎
に
よ
る
マ
ラ
ル
メ
研

究
の
業
績
は
、
信
太
郎
の
教
え
子
た
ち
に
受
け

継
が
れ
、
世
界
で
も
類
を
見
な
い
ほ
ど
の
精せ

い
み
つ密

な
理
解
に
も
と
づ
く
詩
人
の
全
体
像
を
実
現
し

ま
し
た
。
そ
れ
が
、
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年

か
ら
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
に
か
け
て
、

筑
摩
書
房
か
ら
刊
行
さ
れ
た『
マ
ラ
ル
メ
全
集
』

で
す
。
全
五
巻
か
ら
成
る
こ
の
大
作
に
は
、
各

巻
に
別
冊
で
、
と
き
に
は
翻
訳
本
体
を
上
回
る

厚
さ
の
膨ぼ

う
だ
い大

な
訳
注
と
解
説
が
つ
い
て
い
ま
す
。

編
者
は
い
ず
れ
も
、
信
太
郎
に
指
導
さ
れ
た
戦

後
世
代
の
代
表
的
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
で
、
第
一

巻
に
は
、「
こ
の
巻
を
亡
き
鈴
木
信
太
郎
先
生

に
献
げ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
豊
島
区
で
は
、
鈴
木
信
太
郎
の
旧
宅
と

書
斎
に
残
さ
れ
た
資
料
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
は
、『
ス
テ
フ
ァ
ヌ
・
マ
ラ
ル
メ

詩
集
考
』
の
本
型
の
原
稿
を
は
じ
め
、
信
太
郎

に
関
す
る
貴
重
な
資
料
の
数
々
が
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
先
日
、
信
太
郎
の
書
斎
か
ら

新
た
に
、
近
代
洋
画
家
で
、
信
太
郎
の
『
ボ
オ

ド
レ
エ
ル
詩
抄
』（
青
磁
社
、
昭
和
二
三
年
）

の
装そ

う
て
い丁

も
手
が
け
た
川か

わ
ぐ
ち
き
が
い

口
軌
外
に
よ
る
水
彩
画

と
デ
ッ
サ
ン
が
三
点
見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
の
二
点
は
、『
半
獣
神
の
午
後
』
の
挿
絵

と
思
わ
れ
る
も
の
で
（
図
２
、３
）、
一
点
は
、

黒
い
背
景
に
裸
婦
とM

A
L
L
A
R
M
E

（
マ
ラ

ル
メ
）
と
い
う
文
字
が
描
か
れ
て
い
ま
す
（
図

１
）。
実
は
信
太
郎
に
は
、
昭
和
二
〇
年
代
に
、

川
口
軌
外
に
よ
る
挿
絵
で
『
半
獣
神
の
午
後
』

の
豪
華
本
を
造
る
計
画
が
持
ち
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
挿
絵
は
、
実
現
に
は
至
ら
な

か
っ
た
こ
の
豪
華
本
の
た
め
に
描
か
れ
た
も
の

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
　
　（
郷
土
　
古
賀
）

「
旧
鈴
木
家
住
宅
」
の
資
料
た
ち

第
４
回　

鈴
木
信
太
郎
と
ス
テ
フ
ァ
ヌ
・
マ
ラ
ル
メ

図１ 川口軌外による挿絵
　　 「MALLARME」

図２ 川口軌外による挿絵
　　 「半獣神とナンフ」

図３ 川口軌外による挿絵
　　 「半獣神とナンフ」

　「
旧
鈴
木
家
住
宅
」
は
、
豊
島
区
東
池
袋
五
丁
目

に
所
在
す
る
歴
史
的
建
造
物
で
、
正
確
に
は
「
豊
島

区
指
定
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
旧
鈴
木
家
住
宅
」

と
い
う
名
称
で
す
。
現
在
豊
島
区
で
は
、
こ
の
建
物

を
改
修
・
整
備
し
て
「（
仮
称
）
鈴
木
信
太
郎
記
念
館
」

を
開
設
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

※

本
欄
は
一
部
、
鈴
木
道
彦
著
『
フ
ラ
ン
ス
文
学
者

の
誕
生
』（
筑
摩
書
房
、
平
成
二
六
年
）
の
記
述
を
参
照

し
ま
し
た
。
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（
仮
称
）
芸
術
文
化
資
料
館
の
開
設
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら
「
豊
島
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
講
座
」
を
始
め
ま
し
た
。
郷
土
資
料
、

美
術
、
文
学
・
マ
ン
ガ
の
三
分
野
の
学
芸
員
が

講
師
と
な
り
、
日
頃
の
調
査
研
究
や
作
品
資
料

に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
　

昨
年
度
は
延
べ
一
三
三
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
今
回
も
共
通
テ
ー
マ
は
設
け
ず
、
豊
島

区
の
歴
史
・
文
化
の
魅
力
を
多
様
な
視
点
か
ら

紹
介
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
き
、
最
終
回
に
は

見
学
会
を
設
け
ま
し
た
。
な
お
応
募
受
付
は
、

改
修
工
事
に
伴
う
事
務
所
移
転
の
た
め
、
来
年

一
月
一
二
日
か
ら
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
郷
土
　
横
山
）

『
か
た
り
べ
』
一
一
八
号
を
お
届
け
い
た

し
ま
す
。
さ
て
表
紙
記
事
の
通
り
、
郷
土
資

料
館
は
一
二
月
一
日
よ
り
長
期
休
館
い
た
し

ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
豊
島
区
に
郷
土
資
料
館
が
開

館
し
た
一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年
は
、
ど

の
よ
う
な
年
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

場
を
借
り
て
少
し
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

こ
の
年
に
は
、第
二
三
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
が
開
催
し
ま
し
た
（
七

月
二
八
日
）。
柔
道
男
子
無
差
別
級
金
メ
ダ

ル
の
山
下
泰
裕
の
活
躍
な
ど
は
、
ま
だ
記
憶

に
新
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
新
札

が
発
行
と
な
り
、
一
万
円
札
が
福
沢
諭
吉
に
、

五
千
円
札
が
新
渡
戸
稲
造
（
現
在
は
樋
口
一

葉
）、
千
円
札
が
夏
目
漱
石
（
現
在
は
野
口

英
世
）
の
よ
う
に
、
肖
像
に
文
化
人
が
採
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
他
に
も
、
宮

崎
駿
に
よ
る
長
編
ア
ニ
メ
映
画
「
風
の
谷
の

ナ
ウ
シ
カ
」の
封
切
り
や
エ
リ
マ
キ
ト
カ
ゲ
・

コ
ア
ラ
・
ラ
ッ
コ
な
ど
「
動
物
ブ
ー
ム
」
も

こ
の
頃
で
し
た
。

区
内
で
い
え
ば
、
雑
司
が
谷
旧
宣
教
師
館

を
区
の
文
化
財
と
し
て
保
存
し
て
い
く
こ
と

が
決
定
し
（
九
月
）、「
豊
島
区
情
報
公
開
条

例
」
が
可
決
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
（
一
〇
月
）。

頭
の
片
隅
に
残
る
よ
う
な
出
来
事
も
つ
い

忘
れ
が
ち
に
な
り
、
い
ず
れ
は
一
つ
の
「
歴

史
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

の
で
し
ょ
う
。　
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「
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島
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ュ
ー
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ア
ム
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ま
り
ま
す

豊
島
区
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
設
プ
レ
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ン
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（
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４
弾
）

■時　　間　第１～４回　　 午後２時～３時30分

　　　　　　第５回（見学会）　　午後１時～４時　　　

■会　　場　豊島区立南大塚地域文化創造館　第1会議室　

　　　　　　第5回のみ現地集合、現地解散　　　　　　　　　　　

■参 加 費　無料

■定　　員　４０名（第5回の見学会は20名）　※２回以上出席できる方　　

■応募方法　「往復はがき」で申込み、応募者多数の場合は抽選。

　　　　　　詳細は、郷土資料館ホームページやチラシなどでお知らせします。

■募集期間　2016年1月12日(火)　厳守　～　2月6日(土)消印有効

　　　　　　※2016年1月12日(火)から、下記に事務所を移転します。

　　　　　　それ以前の講座の申し込みはお受けできませんので、ご了承ください。

■問 合 せ　豊島区文化デザイン課ミュージアム開設準備グループ

　　　　　　　　電話03－3980－3177（平日　午前8時30分～午後5時15分）

■移 転 先　2016年1月12日(火) ～

　　　　　　〒170-0005　豊島区南大塚2-36-2　東部障害支援センター内

　　　　　　※展示室はありません

■業務時間　月曜日～金曜日　（祝日、 年末年始を除く）

　　　　　　午前8時30分～午後5時15分

■問 合 せ　郷土資料館　電話03－3980－2351

郷土資料館・ミュージアム開設準備グループ　事務所移転のお知らせ

回 開催日 講　師 タイトル

１ 2月20日（土） 甲田　篤郎 谷端川水源地付近の変遷を探る
　～新館建設予定地（千早二）の発掘調査から～

２ 2月27日（土） 髙木　謙一 雑司が谷の古文書を読んでみよう

３ 3月 5日（土） 清水　智世 画家・鶴田吾郎が見た戦前・戦中の風景
　～旅とスケッチと戦争と～

４ 3月19日（土） 安達　 愛 江戸川乱歩と豊島区ゆかりのミステリー作家たち

５ 3月26日（土） 横山　恵美 【見学会】水窪川を知っていますか？
　　　　 ～川跡を歩こう～（約４㎞）


